
オンシツコナジラミの生態と防除に関する研究

第7報甘露上に発生するすす病の生態と防除

酒井泰文

要約

酒井泰文（1979) ：オンシツコナジラミの生態と防除に関する研究．第7報甘露
上に発生するすす病の生態と防除．広島農試報告 41: 87～102 
オンシツコナジラミの排せっ物で、ある甘露上に発生するすす病の生態を， トマ

トを供試して調べた。ハウス抑制栽培では9月上旬がすす病の初発時期で，発生

盛期は9月下旬～10月下旬であった。
すす病斑からは Cladosporium外10数種の糸状菌の胞子が観察され，中でも
Cladosporium属の胞子が多く， これがすす病の主因であると考えられた。この

Cladosporium は， C.sphaerospermum外5種と末同定の数種に分けられた。

種名を明らかにした菌の生育適温は20～25℃で， 多湿条件下で生育が良く，胞子

形成は暗黒下で多かった。

すす病に有効な殺菌剤はいずれも直接薬液が付着した部分のみに効果を示し，

散布後新たに出現した組織にまで効果が及ばなかった。従って殺菌剤だけですす

病の発生を抑えることは難しく，更にオンシツコナジラミに対する特効薬がない

現状では5ベ 殺菌剤と殺虫剤を組み合わせてすす病の発生を低く抑える方法を
取らざるをえない。すす病に有効な殺菌剤jの中には，マンゼブ剤のようにオンシ

ツコナジラミの殺虫効果を合わせ持った薬剤があり＇ l, このような薬剤jを優先し

て散布することが得策である。
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I 緒 音量
Eヨ

Husseyら4）はオンシツコナジラミ， Trialeurodes

vaporariorum (WESTWOOD）による被害について，直接

吸汁害による植物の衰弱が減収の原因になることもある

が，最も大きな問題はオンシツコナジラミが排せっする

甘露にすす病菌が繁殖し，これが植物の呼吸作用を妨げ

たり，収穫物を汚染し，著しく商品価値を損うことにあ

ると述べている。また Lindguistらのはオンシツコナ

シラミの吸汁害による減収を述べる中で，直接吸汁害に

よる減収とすす病菌の寄生による植物の生理機能の妨げ

に起因する減収を分離することは困難であり，双方とも

減収に大きく関与するものと考察している。

になってくる。オンシツコナジラミによるトマトのすす

病についての報告4ん6〕は，いずれもオンシツコナジラミ

の密度とすす病発生との関係を論じたものが大部分で，

すす病菌の生態については湿度との関係を明らかにした

Husseyら的の報告があるだけである。

トマトのように着果から収穫までに長時間を要する作

物にとっては，甘露に寄生するすす病の発生が特に問題

＊ 本研究は農林水産省総合助成研究の一環として行なったものであ

る。

本報告はオンシツコナジラミによるトマトすす病の発

生状況，甘露に寄生する糸状菌の種類及びその培養的性

質を明らかにするとともに，薬剤による防除法について

試験し得られた結果をとりまとめたものである。

木試験の実施にあたり，御指導や御助言ならびに本稿

校関の労をとられた当場病害虫部中村啓二部長，また数

々の御助言を頂いた当場病害虫部河野富呑，中沢啓一両

研究員の諸氏に，厚〈感謝の意を表する。

II 卜マトにおけ.~すす病の発生

及びその病原菌



第1表ハウス抑制トマトのすす病の発生状況
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14 8.0 0.0 0. 1 

24 45.6 4.3 0.5 

10. 4 58. 6 67. 4 0. 8 

15 73.3 85.4 0.8 

25 81. 5 85. 2 1. 0 

11. 12 85. 4 90. 7 1. 0 

*:O：発生認めず 1 : 1～3複棄に発生 2：全複

葉の%程度に発生 3：全複葉の%以上に発生

料：O：発生認めず 1：株当たり 2～3果実に発生

2：株当たり着果数の%程度に発生 3：；株当たり

着果数の%以上に発生

判事：0：第1果房着果部位より下葉に発生

1：第1果房と第2果房の着果部位の問の葉に発生

2：第2 ／／第3 // // 

3：第3 グ第4 グ グ

4：第4 グ第5 グ グ

5：第5果房着果部位より上葉に発生

第2表すす斑上に観察される糸状菌の種類と

その観察頻度＊

採 集 月 日
菌名（spp.)

9月 9月 10月 計

7日 21日 6日

Cladosporium 96. 1 93.3 94. 1 94.4 

Alteγmγia 1. 9 3.0 3. 7 3.0 

Fusarium 0.4 0.0 0. 1 

Septoria 0.5 0.0 0. 1 

Cercospora 0.5 0. 1 

Stemphylium 0.0 0.0 0. 1 0. 1 

Helminthosporium 0. 2 0.0 

Chaeto押zella 一一＊＊ 0. 4 0. 1 

Fumago 2.8 2.0 1. 8 

Cu：問 ularia 0.0 0.0 

Ceratospollella 0.0 0.0 

Miscellaneous 0.5 0.4 0.0 0.3 

調査病斑数 20 38 30 88 

観察胞子数 57215 75061 87271 219547 

*: 1病斑（1.8×1. 8cm）当たり 5視野 (lox20）検鏡，

会調査病斑に見られる合計胞子数に占める種類別

の観察頻度

榊：；観察されず

1. すす病の発生推移

a）調査方法

1976年および1977年に東広島市西条町吉行のハウス抑

制栽培トマトを対象に， 8月下旬から11月下旬にかけて

10日毎にすす病の発生状況を調べた。調査したハウスは

2棟で，いずれも500m'(10×50m）のノ、ウスに1陸（畦

幅1.8m) 2条植（株間35cm，千鳥植）で約1,500株のト

マトが栽培されていた。

調査はすす病の発生株率，発生果を有する株率，発生

最上葉位（別記）および発生程度（別記）について， 900

株を対象に行なった。

b）調査結果

調査したトマトは7月中旬播種， 8月中旬定植， 9月

下旬から12月に収穫するハウス抑制栽培で，すす病によ

る果実の汚染が最も問題になる作型である。両年ともす

す病の初発生は9月上旬に見られ，ハウスの入口付近や

周辺部で，オンシツコナジラミが最初に侵入したと考え

られる場所から発病が始まった。初期l土株当たり 2～3

葉の複葉にごく軽いすす病斑が認められ， 7～10日遅れ

て果実にも軽度な病斑が形成された。ハウス周辺部から

始まったすす病の発生は9月下旬以降はハウス全体に拡

がり， 10月に入ると風通しの悪いハウス中央部ほど発生

程度の高い株が目立ち始め， 10月下旬まで発病株が増加

し続けた。

トマト生育初期から殺虫剤を頻繁に散布したハウスで

は，オンシツコナジラミの初期発生密度が低く抑えら

れ，下位棄に寄生しているオンシツコナジラミは少なく

寄生部位は若い上位葉であった。このようなハウスでは

比較的高い葉位にすす病の初発生が認められた。初期防

除を怠ったハウスでは下位葉にもオンシツコナジラミの

寄生が多く見られ，すす病の発生は下位葉に始まり随時

上位葉へと進展した。

1977年に調査したノ、ウスの 1棟はほとんど無防除状態

で放置された。このハウスにおけるすす病の発生結果を

第1表に示した。ほとんど防除がなされていないにもか

かわらず，すす病の初発生は前年と同様9月上旬になる

まで認められなかった。しかし一旦発生を認めた後は急

速にハウス全体に拡がり，特にすす病による汚染果数は

短期間に急増した。そして10月中旬にはほとんどの株の

葉や果実はすす病斑で汚染され，湿度の高いハウス中央

部の株などは全体が黒くすすけた外観を塁した。

2. すす病斑に観察され~糸状菌類

a）調査方法

前項のすす病発生状況を調査する際に，発病棄を採集
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し，病斑上の糸状菌を顕微鏡で調べた。各調査時とも 1

ハウスから10～25葉を採集L，各小葉の菌叢1か所をセ
ロハンテープ（1.8×1. Scm）で剥離し，これを各テープ

5視野（10×20）顕微鏡観察し，病斑Hこ観察される糸

状菌の胞子数を種類別に数えた。なお1977年には現地ハ

ウスの外，農試（東広島市八本松町原）内ピニールハウ

スのトマトからも病斑を採集した。

b）調査結果

採集年度，採集時期および採集地点にかかわらず，観

察される糸状菌の種類にはほとんど違いがなかった。観

察された糸状菌は第2表に示した11種と，その他観察頻

度はきわめて低かったが未同定の数種であった。すす病

斑により激しく汚染された葉や，葉の裏面の病斑，ある

いは湿度の高いハウス中央部で採集した病斑上で，観察

される菌の種類が若干多い傾向があった。第2表は1976

年現地ハウスで採集した病斑に観察された菌の種類を示

したものであるが，種類（spp.）毎の胞子数の，全調査

胞子数に占める割合を比較したところ，普遍的に観察さ

れしかも観察頻度の高い種類は Clado.φoriumspp.に

限られ，この他 Alternariaspp.は各調査時に，また

Fumago spp.は9月下旬以降に若干観察された。

Cladosporium spp.の全調査胞子数に占める割合は各

調査時期とも90%以上で， 1977年の調査結果も同様であ

ることから，オンシツコナジラミの発生に伴うトマトの

すす病の主因は Cladosporiumspp.によると考えられ

Tこ。

3. Cladosporium spp.の種の同定

a）試験方法

すす病斑から常法により Cladosporiumspp.を単胞

子分離した。供試病斑数は 211で，ポテトデキストロー

ス寒天培地（PDA）を用いて 1病斑から10～15個の胞

子を単離した。 25℃で5日間培養した後，各胞子から形

成された菌叢の半径，色および胞子の形や大きさなどに

よって菌叢を分類し最も分離頻度の高い菌叢の中から

1つを選んで試験管に移し，これを1病斑から分離した

代表菌株とした。試験管に保存した菌叢をツアベック寒

天培地に移植し， 25℃で10日間培養した後，山本8）の方

法に従って Cladosρoriumの種を同定した。

b）試験結果

1病斑から単胞子分離した10～15の菌叢は，発育速度

や菌叢の色などの培養的性質が向ーなので， 1病斑（5

皿平方）からはほとんど単一種の Cladosporiumが分離

されるようであった。単抱子分離した211菌株は第3表

に示すように山本町の報告する 6種（94菌株）と，それ

第3表すす斑から分離された Cladosporium

の種類と分離頻度

種 名

C. sphaerospermum PENZIG 

C. herbarum LINK ex FRIES 

分離数同左率

% 
51 24.2 

19 9. 0 

C. cladospo門oieds(FRESENIUS) de VRIES 4 1. 9 

4. 3 

4. 7 

C. multigeniculatum YAMAMOTO 9 

C. coralloides YAMAMOTO 10 

C. funiculosu1πYAMAMOTO 0.5 

Miscellan四国 117 55. 5 

以外の同定できなかった数種に分れた。 C.funiculosum 

は， 1977年に西条町吉行の現地ハウスの 1棟から 1菌株

分離したのみで‘あったが，他の種名が明らかになった5

種は採集年度，採集地点に関係なく分離された。調査の

範囲では年度や場所に関係なく，すす病の主因になる

Cladosporiumの種はほとんど同じで，しかも 6種以上

が関与しているようであった。

III すす病の主因となあ Cladosporium

の培養的性質

PDAを用いて，種名を明らかにした C.sphaerosper-

mum外5種の培養的性質を明らかにするための試験を

実施した。温度および湿度の影響を調べる試験は光を遮

断した条件で行ない，湿度および光の影響を調べる試験

は25℃の温度条件下で行なった。 25℃で8日間培養した

PD  A上の菌叢から直径5mの移植源を取り，これをP

DA  (12cc）を分注したペトリ皿（直径9cm）に移植し

試験を行なった。特に断わらない限り， 1977年は最も分

隊頻度の高かった C.sphaerospermum 3菌株を， 1978

年は C.sphaerospermum外5種（各種1菌株）を供試

して試験を行なった。なお各試験は少なくとも 2回くり

返した。

1. 温度との関係

1 ）菌叢の伸長におよぼす温度の影響

a）試験方法

c. sρhaerospermumを供試した試験は 5・Cから37℃
の範閤に10温度段階を， C.sphaeros戸rmum外 5種を

供試した試験は15・Cから35℃の範囲を5℃毎に5温度段

階をもうけ，それぞれの温度条件下での萄の生育を調べ

た。調査は移植後2～3日毎に最大菌叢半径（移槌源の

半径2.5凹を除く）を測定した。供試菌叢数は1菌株，
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第4表菌叢の生育に及ぼす温度の影響

培 養 温 度 （℃） 
種 名

15 20 25 30 35 

＊＊ホ
C. sphaerospermum 8. 9 c 13. 0 d 13. 9 d 4.1 b 0 a 

C. herbarum 10. 5 c 16. 5 d 17. 9 e 7. 3 b 0 a 

C. cladosporioieds 11. 6 c 17. 1 e 15. 1 d 4.1 b 0 a 

C. multigeniculatum 14. 3 c 23. 0 d 22. 2 d 8. 6 b 0 a 

C. coralloides 14. 4 c 22. 8 e 21. 3 d 10.8 b 0 a 

C.f叫niculosu叩 14. 8 c 23. 2 d 24. 5 e 11. 6 b 0 a 

＊：：最大菌叢半径（培養9日目皿）

林：同じ英文字を付記しない数値聞には t=0. 05で、有志差を認める（同一菌種聞で比較）

1処理当たり 5とし，生育は5菌叢の平均値で比較し

Tこ。

b）試験結果

C. sphaerospermumは10～30℃で生育し，生育適温

は20～25・Cであった。 s・c以下あるいは35℃以上の温度
では，培養開始後10日を経過しても菌の生育はまったく

認められなかった。しかし5℃， 35℃および37℃で培養

をつづけたものを11日目に25℃に移した結果， 5℃から

移動した菌は翌日には生育を開始したが， 35℃， 37℃か

ら移動した菌は生育を開始するのに3～4日を要ーした。

特に37℃から移動した菌で、は供試した5菌叢の内1菌叢

のみが生育を開始したにすき、ず， 37℃以上の高温は本菌

の生育を阻害するようであった。

そこで37℃での培養期間について追試した結果， 6～ 

8日間の培養では5菌叢のうち1菌叢が生育を開始した

が， 11日以上では，その後1か月を経過しでもまったく

生育を開始せず，死滅したようであった。なお供試した

C. sphaerospermum 3菌株の間には，いずれの温度条

件でも生育に差が認められなかった。

c. sρhaerosρermum における上記の結果を考慮、し，
C. herbarum等その他の 5種を加え，改めて 15～35℃

の温度範囲における生育を調べ，第4表に培養9日目の

菌叢の生育状態を示した。いずれの種も15℃～30℃の範

囲で生育し，生育適温は種により20℃あるいは25℃であ

ったが， 15℃では生育が劣り30・Cでは更に劣った。また

35℃で生育できる種はなかった。

2）菌の致死温度

a）試験方法

37℃で11日以上処理した C.sphaeros少ermumは死滅

することが明らかになったので， c.sρhaerospeγmum 
( 1菌株）を供試し， 40・C以上の高温に短時間処理した

場合の生育におよぼす影響を調べた。

培養8日目の菌叢から殺菌水で胞子懸濁液（3.6×105

｛同／cc）を作り，これを殺菌水 1ccの入った試験管（内径

1. 1 cm，長さ10.5cm）に 1白金耳移した。 これを所定の

温度（湯煎jに10～60分間処理した後，直に水道水で冷

却し，内容物をツアベック液体培地（lOcc）の入った試

験管（内径1.8cm，長さ18cm）に分注し，携持した後25

℃で培養した。供試試験管は各処理7本とし，処理後10

日目に生育の有無を判定した。

b）試験結果

各処理7本の試験管に移植した菌のうち生育の認めら

れた菌数で、生育の有無を判断し，第5表にその結果を示

した。 40℃の10分， 30分， 60分間および45℃の10分間処

理では菌の死滅は認められなかった。しかし50℃の10分

間処理で、は約半数が死滅し， 55℃の107士関処理は菌の死

第5表短時間，高温処理した Cladosporiumsphaerospermum の死滅温度

処理後 25℃で 処理温度（℃） 処理時間（分）

の培養日数 25 40-10 4ひ－30 40-60 45-10 50-10 55-10 60-10 65-10 70-10 
本

3 7 7 6 6 2 。 。 。 。 。
6 7 7 6 7 5 。 。 。 。 。
10 7 7 7 7 7 4 1 。 。 。

＊：供試した7試験管のうち，菌の生育が認められた本数
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第6表胞子形成に及ぼす温度の影響

培養 処
種 名

日数 15 

＊＊＊ 
C. sphaerospermum 4 7.3×103 a 

8 8. 3x104 a 

18 1. 5xl06 b 

C. herbaru1η 4 1. 5×103 a 

8 7. 3 x 102 a 

18 9. 4X 103 a 

C. cladosJ昭門oieds 4 1. 6x103 a 

8 5. 1x102 a 

18 2. 4 x 104 a 

C. coralloides 4 5. 3x102 a 

8 1. 6×103 a 

18 4. 1×103 a 

C. multigeniculatum 4 9. 4X 102 a 

8 2. 1×103 a 

18 3. 8x103 a 

C. funiculosum 4 5. 8x102 a 

8 5. 1×103 a 

18 4.4×103 a 

＊：胞子懸濁液 1cc当たり胞子数

＊＊．第4表に同じ（同一菌種聞の，培養日数毎に比較）

滅を早め， 60℃以上の高温に10分間処理した菌は完全に

死滅した。

3）胞子形成におよぼす温度の影響

a）試験方法

所定の温度で4' 8' 18日間培養した菌叢に， 1ペト

リ皿当たり Tween20の5000倍を添加した蒸留水50ccを

加え，胞子懸濁液を作って顕微鏡で観察し， 1 cc当たり

の胞子数を算出した。

C. sphaeros戸rmumを供試した試験は10・Cから30℃

の範囲に 7温度段階を， C.sphaerospermum外5種を

供試した試験は15・Cから30℃の範囲を5℃毎に4温度段

階をもうけ，それぞれの温度条件下での胞子形成数を調

べた。供試菌叢数は1菌株， 1処理当たり 3とし，胞子

形成数は3菌叢の平均値で比較した。

b）試験結果

C. sphaerospermumは20℃～28℃で多数の胞子を形

成したが，胞子形成最適温度は23℃～25℃であった。 15

℃および30℃では明らかに胞子形成が劣り， 10℃では極

端に胞子形成が抑制された。なお供試した C.sphaeros-

permum 3菌株の関には，いずれの温度条件下でも胞子

形成数に差がなかった。

理 温 度 （℃） 

20 25 30 

3.2×104 c 6. 1×104 d 2. 1×104 b 

3.1×105 b 1. 1×106 c 1.5x105ab 

3.2xl06c 5. 4x106 d 3.0×105 a 

2. 5x104 b 8. 5x104 c 1.4xl04ab 

2.2×105 b 7.4×105 c 7. 1x104 a 

6.6×105 b 2.0×106 c 3. 7x105 b 

3. 4x 103 a 1. 6×103 a 2.8×103 a 

1. 5×104 a 1. 8×104 a 8.0×102 a 

2. 1x105 b 3. 2X105 c 3. 6x103 a 

3.6×104 b 1. 5×105 c 2. 1x104 ab 

3.9×105 b 8. 2x105 c 1. 4×105 a 

8. 4X 105 b 2.8×106 c 4. 9x 105 b 

1.8xl04a 2. 2X 105 b 1.9x104a 

2.8×104 a 4. 4×105 b 1. 2×10s a 

7. 1x104 a 1. 9×106 c 4. 2x105 b 

2.5×104 b 7.0×104 c 1. 6×104 ab 

1.6x105c 3.0×105 d 8. 7x104 b 

8.0x105b 1. 9×106 c 4. 6x105 ab 

C. sphaerospermum外5種を供試した結果を第6表

に示した。いずれの種も25℃で最も多くの胞子を形成し，

20℃では明らかに少なかった。 30℃での胞子形成数は

C. multigeniculatumのように20℃での胞子形成数より

多い場合もあったが，全種をまとめてみると20℃より胞

子形成が劣り， 15℃では胞子形成数が最も少なかった。

4）胞子発芽におよぼす温度の影響

a）試験方法

25℃で3' 8, 17日間培養した菌叢に1%ツアベッグ

液を加え， 1 cc当たり 3.6×10s個の胞子懸濁液を作っ

た。これを 1ccずつ試験管（内径1.1叫長さ 10.5叩）

に分注し， 24ないし48時間所定の温度に処理した後，発

芽率を調べた。

C. sphaerospermumを供試した試験では， 10～30・c
の範聞に 4温度段階を， C.sphaerospermum外5種を

供試した試験では， 15℃～30℃の範囲を5℃毎に4温度

段階をもうけ，それぞれの温度条件下での発芽率を調べ

た。

1菌叢から作った胞子懸濁液を16本の試験管に分注

し各温度に4本ずつ処理，各試験管より 250胞子，合

計およそ1000胞子を観察し，それぞれの温度条件下での
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第7表胞子発芽＊に及ぼす温度の影響

処 理 温 度 （℃） 
種 名 培養日数

15 20 25 30 

男b** % % % 
C. sphaerospermum 4 84. 4 b 93. 6 c 86. 0 b 18. 7 a 

9 11. 9 a 59. 7 b 90. 0 c 10. 1 a 

18 3. 7 b 16. 8 c 24. 3 c 0 a 

C. herbarum 4 76.1 b 85. 2 b 80. 9 b 11. 3 a 

9 16. 3 b 79. 7 c 82. 1 c 0. 5 a 

18 14. 3 b 27. 3 c 34. 8 c 0. 4 a 

C. cladosporioieds 4 2渇.1c 25. 3 c 6. 9 b 0. 8 a 

9 1. 2 b 0.8 b 0. 5 ab O a 

18 2. 7 b 3. 3 b 8. 9 c 0. 1 a 

C. coralloides 4 81. 5 b 82.0 b 72. 9 b 6. 3 a 

9 53.1 b 87. 2 c 80. 7 c 2. 4 a 

18 25. 3 b 40. 5 c 46. 8 c 3. 5 a 

C. multigeniculatum 4 76. 7 b 74.1 b 73. 6 b 4.1 a 

9 25. 5 b 75. 3 c 65. 2 c 0.8 a 

18 7. 6 b 29. 6 c 28.0 c 0.3 a 

C. funiculosum 4 70. 0 b 60. 3 b 58. 0 b 5.3 a 

9 9. 3 ab 40.8 b 30. 7 b 1. 3 a 

18 18. 8 a 40. 7 b 42. 9 b 12.5 a 

キ．発芽率は ArcsinにZに変換して分散分析をした。
柿：第4表に同じ（同一菌種間の，培養日数毎に比較）

うかがえた。

2. 光との関係

発芽率を出した。供試菌叢数は1菌株当たり 3とし，発

芽率は3菌叢の平均値で比較した。なお C.sphaeros-

perm umを供試した初年度の試験では，上記の発芽温

度と同じ温度条件で培養した菌叢の胞子懸濁液を供試

し，培養条件と同じ温度での胞子発芽率を合わせて調べ

た。

b）試験結果

蛍光燈（ナショナノレハイライトFL40D) 2本を光源、

に用い，光源、から50cmの距離に7°ラスチック製の透明容

器（25×25x 35cm）を設置し，この中ヘペトリ皿を 1列

に並べたものを明処理（2300lux）とした。一方向じ容

25℃で培養した C.sphaerosperm umの胞子を供試し 器の周囲をアノレミ泊で囲み，更にその上を白紙で被い光

た試験では20～25・Cの発芽率が最も高く， 30℃では極端 を遮断したものにペトリ皿を 1列に並べ賭処理とし，以

に発芽率が低下し， 10℃ではほとんど胞子発芽が見られ 下の各試験に共通して用いた。

なかった。一方培養温度を変えた菌叢の胞子を供試した 1）菌叢の伸長におよぼす光の影響

場合も20～25℃の発芽率が最も高く，他の温度について a）試験方法

も上述した結果と同じであった。なお供試した C.sp- 明および暗処理した容器に，菌を移植した直後のぺト

haerospermum 3菌株の闘には，いずれの温度条件下で リ皿を並べ，それぞれの条件下での菌の生育を調べた。

も発芽率に差がなかった。 ー 調査は温度と菌の生育の項で述べた方法に従った。なお

C. sphaerospermum外5種を供試した試験結果を第 供試菌叢数は1菌株当たり各処理5とし，生育は5菌叢

7表に示した。 C.cladosporioiedsは15～25℃の範囲で の平均値で比較した。

は発芽率に差がなかったが，外の種は20～25℃で発芽率 b）試験結果

が最も高く， 15℃ではやや低かった。またし、ずれの菌も いずれの種も処理聞における生育差は認められず，こ

30℃では極端に発芽が判制された。なお培養臼数の短か の程度の照度（2300lux）では菌叢の伸長に影響しない

い若い菌叢上に形成される胞子ほど発芽率が高い傾向が ようであった。また C.sphaerospermumについては供
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試した3菌株の間に生育差が認められなかった。

2）胞子形成におよぼす光の影響

a）試験方法

明および暗処理条件下で3' 8, 20日間培養した菌叢

から，温度と胞子形成の項で述べた方法に従って胞子懸

渇液を作り， 1 cc当たりの胞子数を算出した。供試菌叢

数は1菌株当たり，各処理3とし 3菌叢の平均値で胞

子形成数を比較した。

b）試験結果

C. sphaerospermumについては胞子形成に対する光

の影響は見られず，供試した3菌株聞の胞子形成数にも

差がなかったが， C.herbarum外4種は第8表に示す

ように暗処理条件下での胞子形成数が多かった。

3）胞子発芽におよぼす光の影響

a）試験方法

光を遮断した条件下で9および16日間培養した菌叢か

ら温度と胞子発芽の項で述べた方法に従って胞子懸濁

液を作った。これを24ないし48時間，明および暗処理し

た後， l菌叢当たり各処理1000胞子を調査し発芽率を出

した。供試菌叢数は1菌株当たり 3とし，発芽率は3菌

叢の平均値で比較した。

なお C.sphaerospermumを供試した初年度の試験で

は，明および暗処理条件下で培養した菌叢の胞子懸濁液

を，各々明および暗処理条件下で発芽させる 4処理を設

け，併せて試験した。

b）試験結果

いずれの種も処理問の発芽率に有意差が認められなか

った。 C.sphaerospermumについては培養条件（胞子

形成条件も含む）および発芽条件をそれぞれ明，陪処理

した4組合わせの処理で発芽率を調べたが，いずれの条

件下でも発芽率に差がなかった。従ってこの程度の照度

(2300lux）は胞子発芽に影響しないようである。

なお C.sphaeroゆermum3菌株の聞に発芽率の差が

認められなかった。

3. 湿度との関係

塩類の飽和溶液および、再蒸留水をデ、ンケーター（内径

18cm）に入れ，関係湿度がそれぞれ25℃で51%:Ca (N 

Oa)2・4H20, 81. 1 % : (NH4)2S04, 93% : NH4H2P04 
および100Z：再蒸留水，の4湿度段階を3反復設け以

下の各試験に供試した。

1）菌叢の伸長におよぼす湿度の影響

a）試験方法

プラットシャーレ（直径7cm）の底面にPDAの薄い

寒天層を作り，乾燥室で脱水させたものに，培養8日目

第8表胞子形成に及ぼす光の影響

種 名

C. sphaerospermum 

C. herbarum 

C. cladosporioieds 

C. coralloides 

C. multigeniculatum 

C. Juniculosu;悦

培養 処 理

日数 光照射区 光遮断区

＊本＊
3 7. 8 x 105 a 9. 0 x 105 a 

8 5.0×107 a 6. 6 x 107 a 

20 

3 

8 

20 

3 

8 
20 

3 

8 

20 

3 

8 

20 

3 

8 

1. 8×107 a 

2.0×105 a 

l.Oxl07 a 

2.3×106 a 

7. 2×103 a 

5. 4x104 a 

8. lx 104 a 

3.8×104 a 

2. 7x 105 a 

6. 2x105 a 

8. 1x104 a 

2. 6×106 a 

2.4×106 a 

l.4xl05a 

4. 4x 105 a 

2. 3×107 a 

8.3×105 b 

4. 6x 107 b 

7. 7×106 b 

3. 8x104 a 

3.3×105 b 

7.3×105 b 

4.7xl05a 

1. 1x107 b 

9. 1x106 b 

2.4×105 b 

9. 5x106 b 

7. 1x106 b 

8. 4X 105 b 

9.0×106 b 

20 l.lxlO弓a 4. 9x 106 b 

＊：胞子懸濁液 1cc当たり胞子数

料：第4表に同じ（同一菌種間の，培養日数毎に比較）

の菌叢から採集した直径5凹の移植源を乾燥させた後，

移植し，直に各湿度に調節したデシケーターに移した。

調査は温度と菌の生育の項で述べた方法に従って行なっ

た。供試菌叢数はl菌株， 1処理当たり 9とし，生育は

9菌叢の平均値で比較した。

b）試験結果

C. sphaeros戸rmumを供試した試験で‘はいずれの菌

株も関係湿度が93%以上の条件下で生育を認めたが，

100%での生育が最も良く， 80%以下では生育しなかっ

Tこ。

C. sphaero司少ermum外5種を供試した試験では，い

ずれの種も関係湿度が100%の条件下では移植翌日に菌

第9表菌叢の生育に及ぼす湿度の影響

処理湿度 （%） 
種 名

100 93 81 51 

＊＊＊ 
C. sphaerosj柑rmum 8.la l.8b Oc  Oc  

C. herbarum 7. 1 a 1. 4 b 0 c 0 c 

C. clado卯 rioieds 7. 9 a 1. 0 b 0 c 0 c 

C. multigeniculatum 7. 8 a 2. 2 b 0 c 0 c 

C. coralloides 8.7a 2.5b Oc  Oc  

C. funiculosum 5.2a O.lb Oc  Qc  

＊：最大菌叢半径（培養6目白血）

料：第4表に同じ
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第10表胞子形成に及ぼす湿度の影響

種 名 培養日数
100 

ネ

C. sphaerospe門司um 9 160. 0 a 

15 83. 6 a 

C. herbarum 9 54. 7 a 

15 23. 2 a 

C. cladosporioieds 9 10. 2 a 

15 23. 9 a 

C. multigeniculatum 9 22. 6 a 

15 19. 6 a 

C. coralloides 9 30.5 a 

15 19. 3 a 

C. funiculosum 9 0. 8 a 

15 2.8 a 

ホ：顕微鏡l視野（10x 20）当たり胞子数

料：第4表に同じ（同一菌種聞の，培養日数毎に比較）

第11表胞子発芽長及ぼす湿度の影響

培養 処理湿度 (%) 
種 名

日数 100 93 81 51 

C. sphaero・ 8 55. 2%bキ＊ 44. 5%b O%a O%a 

spermum 15 94. 3 b 91. 0 b 0 a 0 a 

C. herbarum 8 41. 3 b 31. 3 b 0 a 0 a 

15 94. 6 c 60.Sb Oa  Oa  

C. cladospo- 8 79. 8 c 34.lb oa  oa  

rioieds 15 99. 2 c 71. 4 b O a 0 a 

C. multigeni- 8 91. 9 c 21. 3 b 0 a 0 a 

culatum 15 88. 8 c 65.7b oa  oa  

C. coralloides 8 76. 4 c 15. 5 b 0 a 0 a 

15 93. 3 c 75. 8 b 0 a 0 a 

＊：発芽率は Arcsinv %に変換して分散分析をし

た。

林：第4表に同じ（同一菌種間の，培養日数毎に比較）

糸が仲び始めるのを認めたが， 93%に低下すると菌糸の

伸びを肉眼で確認できるまでに2～3日を要した。第9

表には移纏6日目の菌の生育程度を示したが，関係湿度

が 100Zの条件下では93%~こ比べ明らかに菌の生育が良

かった。湿度が81%以下に低下すると移植後11日経過し

てもまったく菌の生育が認められなかった。しかしこの

菌叢も関係湿度が100%のデシケーターに移すと，いず

れも， 6日以内に菌糸が伸び始めた。

2）胞子形成におよぼす湿度の影響

処

＊＊ 

理 湿 度 （%） 

93 81 51 

18. 9 b 0 c o. 2 c 

12.8 b 2. 8 c 0. 5 c 

15. 6 b 1. 0 b 0. 2 b 

5.0 b 1. 2 c 0. 3 c 

0. 8 b 0. 3 b 0 b 

0. 3 b 0.1 b 0 b 

3. 4 b 0. 9 b 0.5 b 

0. 3 b 0.1 b 0 b 

2. 2 b 0.3 b 0. 3 b 

0. 6 b 0.1 b 0.1 b 

0. 2 ab 0.1 b 0 b 

1. 2 b 0. 2 b 0.1 b 

a）試験方法

9および15日間培養した菌叢上の胞子を筆を用いて流

水中で除去し，菌叢の周辺部から直径5皿の菌叢片を取

り，これをホールスライドに移した。 25℃で48時間乾燥

した後，再び菌叢片を洗浄し，乾燥後，所定の湿度に調

節したデシケーターに入れ， 48時間後に胞子形成数を調

べた。胞子形成数の測定は，ホーノレスライドグラス上の

菌叢片に Tween20の5000倍を加えた蒸留水を0.1cc 

加え，胞子懸濁液を作り，これを顕微鏡で観察し 1視

野（10×20）当たりの平均胞子数で表わした。

供試菌叢数は3で， I菌叢から 1湿度当たり 9菌叢片

を供試し，胞子形成数は3菌叢の平均値で比較した。

b）試験結果

C. sphaerospermumを供試した試験ではいずれの菌

株も関係湿度が93%では胞子形成が極めて悪く， 80%以

下では胞子形成ができなかった。第10表には C.sphae-

rospermum外5穫を供試した試験結果を示したが，い

ずれの種も関係湿度が100%のもとで最も胞子形成が多

く，湿度が93,9五に下がると胞子形成数が極めて少なくな

り， 81%以下ではほとんど胞子形成が認められなかっ

た。

3）胞子発芽におよぽす湿度の影響

a）試験方法

8および15日間培養した菌叢から温度と胞子発芽の項

で、述べた方法に従って胞子懸濁液を作った。これをスラ

イドグラスに滴下（ 1滴 0.25cc）して， 25℃で直ちに乾

燥させた後，所定の湿度に調節したデシケーターに入
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れ， 48時間後の発芽率を調べた。調査胞子数は1菌叢当

たり，各湿度処理につきおよそ1500とした。供試菌叢数

は1菌株当たり 3とし， 3菌叢の平均値で発芽率を比較

した。

b）試験結果

C. sphaerospermumを供試した結果は 3菌株とも，

関係湿度が 100%の条件下ではよく発芽したが，湿度が

93%では発芽率が低下し， 81%以下ではまったく発芽し

なかった。なお本菌については懸濁液中の胞子発芽率を

併せて調査したが，関係湿度が100%の条件下での発芽

率と差がなかった。

C. sphaerospermuon外4種を供試した結果を第11表

に示したが， c.sρhaerospermumについては前試験と
異なり，関係湿度が93%に低下しでも 100M湿度条件下

と同程度の発芽率を示した。しかし他の4種については

関係湿度が93%に低下すると明らかに発芽率がおち， 81

%以下の湿度条件下ではいずれの種も発芽しなかった。

なお C.funiculosumについては胞子形成が認められ

なかったので，本試験には供試できなかった。

IV 殺菌剤に対するすす病菌の感受性

加しこれをペトリ皿（直径9cm）にlQccずつ分注し

Tこ。

あらかじめ25℃で8日間培養した菌叢の周辺部から直

径5醐の移植源を取り，これを薬剤添加培地に移し， 25

℃でその後の菌叢の生育を最大菌叢半径（移植源の半径

'.2. 5阻を除く〕で測定した。 1977年は C.sphaerosper-

mum ( 1菌株）を供試し， 13薬剤（水和剤：各薬剤2

濃度）について， 1978年は C.sphaerospermum外5

種（各 l菌株）を供試し， 11薬剤（水和剤9，乳剤2'

各薬剤1濃度）について試験した。

供試菌叢数は1菌株当たり，各薬剤1濃度につき10と

し，生育は10菌叢の平均値で比較した。

b）試験結果

C. sphaeros戸rmumを供試した試験結果は，L、ずれの

薬剤lも薬剤無添加培地に比べると，明らかに菌の生育を

抑制した。供試薬剤の中ではジネプ（550～llOOppm),

マンネフョ（625～1250ppm），マンゼブ（625～1250ppm),

オキシン銅（200～400ppm）およびキャプタン（333～667

ppm）の各水和剤は菌の生育を完全に抑えた。中沢ら7)

はキノキサリン系水和剤（125ppm）がオンシツコナジ

ラミに殺虫効果を有することを示したが，本剤（32～64

ppm）の C.sphaerospermum に対する生育阻害はほと

1. 薬剤添加培地上のすす病菌の生育 んどなかった。この他ベノミル，チオファネートメチル

a）試験方法 およびポリオキシンALの各水和剤もほとんど生育に影

寒天が固まる直前のPDAに殺菌剤を所定の濃度に添 響しなかった。

第12表殺菌剤に対するすす病菌の感受性

試 濃
種 名

薬 剤l 名 C. sphaero-C. herba- C. cladospo・C.coralloi-C. multigeni-C. funicu-
験 度

sperm um rum rioieds des culatum losu1π ppm 
＊＊＊ 

ジネブ水和弗u1107 2. 4 c 4. 9 c O a 0 a 3. 5 c 1. 7 b 

マンネプ ，， 1250 0 a 0 a 0 a 0 a O a 0 a 

マンゼフ // 1250 O a 0. 9 b O a O a 0 a 0 a 

オキシン銅 // 400 0. 6 b 0. 4 ab 0.1 a 0. 2 ab 1. 2 b 0. 6 ab 

キャブタン ，， 667 0 a 0 a 0.1 a o. 7 b 0 a 0. 3 a 

T P. N // 750 6.3 d 6. 3 d 3. 3 b 6. 7 c 7.0 d 6. 6 c 

無 処 理 11. 7 e 16. 9 e 18. 3 c 20.8 d 21. 0 e 23.3 d 

II ジチアチノン水和剤 467 8. 6 x 8.1 y 6.0 y 9. 2 y 10. 8 x 9. 4 x 

カプタホノレ グ 400 1. 0 y 0. 2 z 0.1 z 0.1 z 1. 2 y 1. 4 y 

ポリカーバメートグ 750 0 z 0 z 0 z 0 z 0 z 0 z 

DBED C 乳剤 200 0.8 y o. 2 z 0 z 0 z 0 z 0.4 z y 

レシチノン ，， 1200 13.2 w 18. 1 x 19. 0 w 21. 9 x 25. 4 v 24.9 w 

無 処 理 13.8 w 18. 9 x 18. 3 x 23. 7 w 24.1 w 24.4 w 

本：；最大菌叢半径（培養10日目mm)

柿：第4表に同じ
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第13表すす病接種＊トマト幼商上での殺菌剤j

の発病防止効果

供試薬剤 濃散布度
平均発生程度＊材

ppm 試験I 試験E
4時＊

マンゼプ水和剤 1250 O a 0 a 

T p N II 938 O a 0. 31 ab 
キャプ夕、ノグ 667 0 a 0 a 

ジチアノング 467 0 a 0. 44 b 

カプタホノレ グ 400 0 a O a 

ポリカーバメート汐 750 0 a 0.19 ab 

DBED C 乳剤 200 1. 63 b 2. 31 c 

マンネプ水和剤~ 1250 O a 0 a 

無 処 理 2. 25 c 3.00 d 

* : Clados rium 6種混合胞子懸渇液を接種源に供試
料：第4表に同じ（試験毎に比較）

紳＊： 0：発生を認めぬ苗。

1：極く微かなすす斑を認める苗。

2：接種葉の対の面にすす斑を認める苗。
3 : グ %以上の面に グ

平均発生程度＝ Oxn0+lxn1+2xn2+3xna 
n。＋n1+n2+n3

第14表薬剤］散布時期とすす病の発生

＊＊＊ 
散布 平均発生程度

供試薬剤濃度散布時期冨1宣一一蚕種
ppm 3日目 5日目

事業＊

マンゼプ水和剤 1875接種直前 0 a 0 a 

グ グ接種3日目 l.8b l.9b 

キャブタン水和剤 1333接種直前 0 a O a 

グ グ接種3日目 l.8b l.8b 

TP  N水和剤 938接種直前 0 a 0.1 a 

グ グ接種3日目 l.9b l.9b 

無 処 理 l.9b 2.7c 

*: Cladosporium 6種混合胞子懸渇液を接種源に供試
料：第4表に同じ（調査時期毎に比較）

料キ：第13表に同じ

C. sphaeros戸rmumの生育を完全に阻止した5薬剤j

の外，新たに数薬剤を加え， C.sphaerospermum外5

種に対する薬剤の効果を調べ，その結果を第12表に示し

た。 6種の菌の生育を完全に阻止した薬剤］はマンネプ

(1250ppm）およびポリカーパメート（750ppm）の2

水和剤のみであった。この外マンゼプ（1250ppm）およ

びキャプタン（667ppm）水和剤ならびに DBEDC(200 

ppm）乳剤も有効な薬剤であったが， TPN(750ppm) 

およびジチアノン（467ppm）水和剤の効果はやや劣っ

た。レシチノン乳剤（1200ppm）はまったく効果がな

く，むしろ菌の生育を助長するようであった。

完全に菌の生育を抑えられなかった薬剤の中にはオキ

シン銅水和剤のように菌叢の形態に影響を与えるものが

あったが，この奇形菌片を薬剤無添加培地に移植し，培

養すると正常な菌叢にもと。った。

2. トマト幼苗上での各殺菌剤lのすす病防止効果

トマト（米寿）を直径8cmのピニールポット（壌土，

砂土，堆肥を混合）に直播し，本葉3～4葉時の苗を各

試験に供試した。接種は培養10日目の菌叢から得た胞子

懸濁液（3.6×10s個／cc）にcarboxymethylcellulose, 

酵母エキスおよび蜂蜜（局方）をそれぞれ懸濁液の0.5, 

0.3, 5%の割合で加え， トマト l商当たり 4cc噴霧し

た。

特に断わらない限り， 1977年は C.sphaerospermum 

(1菌株）を1978年は C.sphaeros戸rmum外5種（各

1菌株）を供試した。 1978年の場合は6種の菌の胞子懸

濁液を等量に混合し， 1 cc当たり3.6x105個の胞子懸濁

液とした。

調査はすす病発生程度を4段階（別記）に分け，平均

発生程度で表わした。なお接種は9月中～下旬に行な

い，接種後2日間湿室に保った後， 日陰に設置した網室

に移し，接種5日目の発生程度を調べた。なお特に断わ

らない限り，供試苗数は1薬剤につき 1区5苗の3連制

で行ない，試験は2度くり返した。

1 ）薬剤散布の効果

a）試験方法

供試薬剤は前項の培地試験に用いたものを使用し，所

定の濃度の薬液（グラミン5000倍添加）をトマト 1苗当

たり 6cc散布し，薬液の乾燥後，すす病菌を噴霧接種し

た。

b）試験結果

C. sphaerospermumを供試した試験結果ではマンネ

ブおよびマンゼプ水和剤の効果が高く，すす病の発生を

完全に抑えた。またキャブタンおよび TPN水和剤の効

果もこれについで高いが，ジネブおよびオキシン銅水和

剤は上記4薬剤に比べるとやや効果が劣り，キノキサリ

ン，ベノミノレ，チォブアiネートメチル，ポリオキシンA

Lおよび無機銅等の水和剤はまったく効果がなかった。

C. sphaerospermum外5種の胞子を混合した懸濁液

を接種源に供試した結果を第13表に示した。マンネプ，

マンゼプ，キャブタンおよびカプタホノレ等の水和剤はす

す病の発生を完全に抑え，この他ポリカーパメート，

TPNおよびジチアンンの各水和剤の効果も高かった。

上記7薬剤の効果は培地試験で得た結果と概ね一致した



酒マ井：ォγ、ンツコナジラミの生態と防除に関する研究（第7報） 97 

が， DBEDC水和剤ばトマト苗に散布した場合ほとんど

効果が認められなかった。

すす病に有効な薬剤のうちマンゼプ水和剤は中沢ら7)

によるとオンシツコナジラミに対し優れた殺卵効果を有

するほか，若令幼虫に対する殺虫効果も高く，すす病お

よびオンシツコナジラミの双方に有効な薬剤jである。

2) トマト幼苗に対する薬剤散布時期とすす病菌の

接種時期

a）試験方法

C. sphaerospermumを接種源、に供試し接種直前お

よび接種3日後のすす病発生初期に所定濃度の薬剤（6

cc／苦）を散布し，接種5日目の発生程度を調べた。供試

薬剤はマンゼプ水和剤（1875ppm），キャプタン水和剤

(1333ppm）および TPN水和剤（938ppm）の3薬剤

としTこ。

b）試験結果

第14表に示すように接種前の散布では各薬剤ともすす

病の発生を良く抑えた。すす病発生後の散布ではすでに

発生したすす病による棄の汚染はさけられないが，薬剤

散布以後の病斑の拡大は阻止された。

3) トマト幼苗土における散布薬剤］の効果持続期間

a）試験方法

接種前12,10, 7. 5日および接種直前にトマト苗に

薬剤（6 cc／苗）を散布し，接種5日目にそれぞれ処理

別にすす病発生程度を調べた。調査は直接薬液の付着し

た葉と，薬剤散布後，新たに展開してきた新葉に分けて

行なった。供試薬剤はマンゼプ水和剤（1250ppm），キ

ャプタン水和剤（667ppm）および TPN水和剤（938

ppm）の3薬剤とした。なお潅水による薬剤の流亡を防

ぐため，水の補給はポット底面から行なった。

b）試験結果

C. sphaerosJ昭rmumを供試した結果，すす病菌の接

種12目前に薬剤jを散布しても，直接薬液の付着した棄に

ついてはほとんどすす病の発生が認められなかった。し

かし薬剤散布後，新たに展開してきた新棄についてはし、

ずれの薬剤も充分な効果を示さなかった。特に薬剤散布

後7日以上経過した酋の新棄には，無散布苗と同程度の

すす病の発生を認めた。

C. sphaerospermum外5種の胞子を等量に混合した

懸濁液を接種源、に供試した結果を第15表に示したが，

C. sphaerospermumを供試した試験とまったく同じ結

果を得た。

3. TPN水和剤の散布によるすす病の防除

a）試験方法

第15表すす病に対する殺菌剤の効果持続期間

供試薬剤
濃散布度 散種布ま後接でホ平均発生程度也－、．，ψ~ 

ppm の日数散布葉新葉
＊＊ 

マンゼプ水和剤 1250 12 0 a 2. 3 c 

，， 10 0. 8 b 2.8 d 

，， 7 0. 2 a 2.3 c 
，， 5 O a 0. 9 a 
，， 。 O a 

キャブタン水和予測 667 12 O a 2. 4C d 

II 10 O a 1. 6 b 
，， 7 0 a 2.3 c 
，， 5 0.1 a 0.8 a 
，， 。 0 a 

TP  N水和邦j 938 12 0 a 2. 3 c 
，， 10 0 a 2. 3 c 

，， 7 O a 2. 6 d 
，， 5 O a 0.5 a 
，， 。 0 a 

無 処 理 3.0 c 3.0 d 

* : Cladosporium 6種混合胞子懸渇液を接種源に供試
料：第4表に同じ（散布葉間あるいは新葉間で比較）

林＊：第13表に同じ

福寿2号トマトを供試し， 7月13日に橋種， 8月11日

に ~5000aポット（壌土と堆肥混合）に1株ずつ移植し

た。移植後は上部をピニールで被ったハウス（3.6X3.6

m）内で管理し， 10月上旬以降は夜間にはサイドにもビ

ニールを張り，更に10月下旬以降はハウス内部をビニー

ルで、二重張りにして保温に努めた。施肥，その他は一般

栽培慣行に準じて行なった。ポット栽培のため全体にト

マトの生育が悪く，第4果房着果後の10月19日に頂芽を

摘芯した。 8月11日～18日にかけオオアレチノギクに寄

生しているオンシツコナジラミの成虫を採集しハウス

内へ放飼し，すす病の自然発生を促した。

供試薬剤はオンシツコナジラミに作用を及ぼさず，す

す病に効果を有し，他の病害防除に対して常用されてい

るTPN水和剤（1250ppm）を用い， 10a当たり生育初

期150t，中期230t，後期280£をそれぞれ散布した。

TPN水和剤の散布回数および散布間隔により第16表に

示す6処理区を設けた。供試株数は1区3株の3連制jで

行ない， 2棟のハウスを設け，同じ試験を同時に行なっ

7こ。

調査はオンシツコナジラミの成虫寄生数，すす病発生

複葉率，すす病発生果率および発生程度（別記）につい

て行ない，合せて収量調査も行なった。なお薬剤散布に

当っては処理株全体をフアイロン製の波板で囲み，他の
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第16表 TP N水和剤の散布間隔および散布回数

散＼＼布＼月＼日＼処理＼区 1区 2区 3区 4区 5区 6区

8月22日 A* 

28日 A A 

9月4日 A A 

11日 B B B 

18日 B B 

25日 B B B 

10月2日 c 
9日 c c c 
16日 c c 
23日 c c c 
30日 c 

*:A：散布量 150Q/lOa C：散布量 280!¥ /10 a 

B: ，， 230 !¥ /lOa 

株への薬液の飛散を防いだ。

b）試験結果

オンシツコナジラミの成虫寄生数およびすす病発生状

況は2棟とも概ね同じ経過をたどった。第17表～第19表

にはハウス Iの結果を示した。

オンシツコナジラミの成虫寄生数は各調査時期におけ

る最上位葉，最下位葉およびそれらの中聞に位置する 3

複葉を対象に調査した。寄生虫数の調査はオンシツコナ

ジラミの放飼開始後1か月目の9月12日から始めたが，

第17表に示すように10月中・下旬まで寄生虫数は漸増

し， 10月20日の調査で最高に達し，以後序々に減少し

た。各処理聞の寄生虫数には差がなかった。

すす病発生複葉率は全複葉を調査対象にして発生程度

別に調べた。第18表に示すようにすす病初発生時の9月

14日の調査では，薬剤散布を未だ一度も行なわない処理

区（5' 6区）の株を中心に軽度なすす病の発生が認め

られた。その後無散布区ではオンシツコナジラミの寄生

数の増加に伴ってすす病発生複葉率も高くなり，頂芽を

摘芯した10月19日までに半数以上の複葉にすす病の発生

が認められた。頂芽の摘芯後は新葉の展開がないため，

すす病発生複葉率は急速に高くなった。

一方 TPN水和布jを散布した処理のうち，すす病発生

初期に第1回散布をしその後4～5週間後に第2回目

の散布をした4および5区では第1回散布の効果がほと

んどなく，すす病発生複葉率は初期から高く経過しそ

の後第2回目の薬剤散布にもかかわらずすす病の発生は

無散布区と変らなかった。すす病初発以前の8月下旬あ

るいは9月初旬に第1回目の薬剤散布を行ない，その後

2～3週間毎に5～3回 TPN水和剤を散布した2およ

び3区は，オンシツコナジヲミの寄生虫数の増加にもか

かわらず， 10月中旬までは無散布区あるいは薬剤散布回

数の少ない4および5区よりすす病の発生が少なかっ

た。しかし］頁芽を摘芯した後の10月下旬には無散布区と

変らぬほどの発生になった。従って2および3区の薬剤

散布方法では，初発生後約1か月間はすす病の発生を不

充分ではあるが抑えるが，すす病の発生盛期には発病を

抑えることができなかった。定植後11日目の8月22日に

第l回目の薬剤散布を開始し，その後7日毎に計11回

TPN水和剤jを散布した 1区では，調査終了時の11月下

旬まで他の5処理に比べ明らかにすす病の発生が少なか

った。特に10月上旬までは完全にすす病の発生を抑え，

発病株は頂芽摘芯後に目立ち始めた。しかしこのような

高い頻度の TPN水和剤の散布でさえ， トマト生育全期

聞を通してすす病の発生を完全に抑えることはできなか

った。

複葉の%以上の面に激しいすす斑を形成するような程

度の高い発生は，無散布区を中心に10月中旬頃から目立

ち始め， 10月下旬以降は散布団数の少ない4' 5区にも

認められた。しかし7日毎に TPN水和剤を散布した 1

区では，このように程度の高い発生は調査終了時までま

ったく見られなかった。

果実上でのすす病の発生は10月上旬に始めて無散布区

の極く一部に認められたが，その後もすす病による汚染

果数の増加は少なく， 10月下旬の調査でも無散布区のす

す病発生果率は20%，薬剤散布区で O～2.2%にすぎな

かった。しかし11月に入ると汚染果が目立ち始め，無散

布区や薬剤散布回数の少ない4および5区ではすす病発

生果率が30～50%に達し，最終的には第19表に示すよう

に無散布区およびすす病初発時に1回，その後5週間目

に第2回の薬剤散布をした5区では全収穫果数の半数以

上がすす病により汚染された。一方2～3週間間隔で5

～3回薬剤散布を行なった2および3区の最終的なすす

病発生果率は10～20%で無散布区に比べ明らかに低かっ

た。 7日毎に11回薬剤散布をした場合はすす病による汚

染果がまったくなかった。果実表面のM以上にすす斑が
形成される果実は少なく，無散布区でも全収穫果数の15

%程度であった。

1株当たりの着果数，総重量および 1果当たりの重量

を第19表に併せて示したが，すす病による減収はみとめ

られなかった。
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の成虫寄生数オンシツヨナジラミ第17表

（匹）＊数虫生寄TP N水和剤TP N水和剤

11月18日

32.3 

59. 2 

45.4 

53. 4 

52. 7 

54.3 

11月8日

52.6 

70.8 

43.8 

46. 2 

94. 1 

51. 2 

10月20日

96.2 

84.9 

78.0 

91. 3 

121. 6 

99.。

10月4日

45.0 

55.9 

67. 3 

56. 6 

88.9 

51. 2 

9月22日

7. 2 

31. 1 

23.2 

17. 8 

13.5 

19.5 

9月12日

16. 9 

19. 7 

21. 4 

26. 4 

49. 9 

24. 0 

散布回数

日

5

3

2

2

0

散布間隔

口
同
日
H

門
口
口
H

門口

7
u
n
お

お

区

1

2

3

4

5

6

 

n. s. n. s. n. s. n. s. n. s. n. s. 0.05 £, s. d. 

＊：最上位，最下位およびその中聞に位置する 3複棄に寄生する株当たり成虫数

況状生発病すす第18表

（%〕率葉複生発病すすN
剤
回

P
和
布

T
水
散
数

N
剤
間

p
和
布

T
水
散
隔 11/24 

20. 0 a 31. 9 a 

97. 4 b 98. 5 b 

96. 3 b 98. 9b 

98. 9b 100 b 

99. 5 b 100 b 

97. 8 b 98. 4 b 

11/16 11/9 

13. 6 a 

94. Sb 

91. 5 b 

96. 7b 

97. 9b 

96. 7b 

11/2 

13. 6 a 

88. 2b 

89. 4b 

93. 9b 

96. 4 b 

95. 6b 

10/26 

3. 0 a 12. 0 a 

43. Ob 84. 6b 

39. 7b 81. 4 b 

46.4b C83.lb 

58. Oc 89. 2b 

58.1 c 87. 4 b 

10/19 10/12 

1.0a 

29. Ob 

31. 1 b 

41. 4 c 

46.8C 

45. 8 c 

10/5 

Oa Oa Oa 

3.9a 6.3abl8.lb 

6. 8 a b 9. 7 a b 19. 9 b 

2. 4 a 18. 0 b c 32. 8 c 

14. 4 b 29. 7 c 37. 5 c 

12. 9 b 28. 5 c 36. 4 c 

9/28 9/22 9/14 

＊ oa 
1. 1 a 

oa 
2. 2a 

4. 4a 

1. 1 a 

日

5

3

2

2

0

口
H

口
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口
H

口
μ

口
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F

A

官

1
ム

Q
U
F
D

P
4
1
A

つ
釘
つ
u
q
J
U
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1

2

3

4

5

6

 

ホ：第4表に同じ（同じ調査時期毎に比較）

すす病発生果率ならびに株当たり収量第19表
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2. 6 a 
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0 a** 

11. 1 ab 

20. 3 ab 
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49. 7 c 
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散布団数

日

5

3

2

2

0

散布間隔

7日

14日
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28日
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区

1
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キ・程度l：果実の%以下の面にすす斑を認める。
程度H：グ万以上 グ グ

林：第4表に同じ（各項目毎に比較）

た。 トマトの育酋法，すす病菌の接種法および発病調査

は1¥1-2で述べた方法に従い，品種毎にすす病発生程度

を調べた。供試苗数は1品種， 1区5苗の3連制で行な

い，試験は2度くり返した。

b）試験結果

2回の試験とも同じ結果を得たので試験Iの結果を第

トマトの品種とすす病の発生

a）試験方法

米寿他8品種を供試し， c.sρ＇haeros戸rmumの培養
10日目の菌叢から得た胞子懸濁液を用いて試験を行なっ

v 



同じことが起こる可能性は充分考えられる。

Husseyら4）によるとすす病の発生は1日当たり，関

係湿度が90%を維持する時間が長ければ長いほど助長さ

れ， 90%を維持する時聞が4時間を切ると発生Lないと

し多湿条件がすす病の発生を決定する要因だと述べて

L、る。

筆者の現地ハウスの調査でも，発生程度の高い発病は

湿度の高いハウス中央部に多い傾向があり， Cladospo-

rium spp.の湿度に対する反応を調べた結果は，関係湿

度が93%になると胞子発芽はある程度行なわれるが，菌

糸の｛申び，胞子形成は著しく阻害され， 80%近くまで関

係湿度が低下するとまったく生育しなかった。これらの

ことから，多湿がすす病の発生要因の 1つであることは

明らかである。

Lindquistら5）は，オンシツコナジラミの寄生数は少

なくても，すす病菌が繁殖するに足りる甘露は堆積され

菌の生育する条件さえ整えば，すす斑が形成されるとし

ている。筆者のハウスでのすす病発生調査では， 8月中

旬の定植時にはすでにトマトの苗にオンシツコナジラミ

が寄生しているにもかかわらず，すす病の発生は両年，

両ハウスとも9月上～中旬になるまで認められていな

い。このことから，気温もまたすす病の発生を左右する

重要な要因であると考えられた。筆者の試験によると

Cladospo1匂m spp.は10～30℃で生育し， 20～25℃で最

も生育が旺盛で， 5℃以下， 35℃以上では生育しなかっ

た。 9月上～中旬になる主ですす病の発生が認められな

かったのは， 8月中～下旬の高温がすす病の発生を抑制

したと考えられる。そして夜間は保湿のためにハウスを

密閉し，内部が適温で多湿の条件？と長時間保たれるよう

になる 9月下旬～10中旬に，すす病の発生盛期を迎える

ようになる。

温度および湿度のほか，すす病菌に対する光の影響を

調べたが，胞子形成は光のない状態で促進される種もあ

ったので，従って多湿，適温条件の他に暗黒条件が加わ

って，夜間には感んに胞子形成が行なわれているのでは

なし、かと推測される。

すす病菌に対する湿度，温度条件を考えると，ハウス

抑制j栽培のトマトで、は常にすす病の発生する条件が整っ

ている。抵抗性品種2，めもない現状では，すす病の発生

を抑制lしようとするには，薬剤jによる防除に頼らざるを

得ない。

本試験においてはまず殺菌剤lを添加した培地にすす病

菌を培養L，菌の生育を阻害する殺菌剤を選択した。培

地試験で有効な殺菌剤は，概ねすす病接種植物に散布し

た場合も発病を抑えた。すす病の発生を完全に抑える殺

第41号広島県立農業試験場報告

20表に示した。いずれの品種にも接種によりすす病が発

生し特にすす病が発生しにくい品種は得られなかっ

Tこ。

100 

品種とすす病の発生

米

福

強

大

夏

大

豊

強

強

平均発生程度ホ

＊＊ 
2. 2 a 

2. 3 a 

2. 3 a 

2.0 a 

2.1 a 

2. 0 a 

2. 1 a 

2.1 a 

2. O a 

察

オンシツコナジラミによるトマトのすす病菌を Hus-

seyらのはC.sphaerospermumと報告している。筆者も

同じくオンシツコナジラミによるトマトのすす病を調べ

た結果， Alternariaやすす病の原因になる Fumago1＞属

の胞子も観察したが， Cladosporium属の胞子を普遍的

にしかも高い頻度で観察した。これら Cladosporium属

の胞子を単胞子分離した結果，c.sρhaerosj昭rmumほか
種名を明らかにした5種と，その他種名を明らかにでき

なかった数種に分けられた。種名を明らかにした Clad-

osporiumは，接種の結果いずれもトマトにすす斑を形

成した。従って Husseyらのの C.sphaeros戸rmumと

ともに，少なくとも数種の Cladosporium属の菌が混在

してすす病の原因になっているものと考えられる。

単胞子分離した菌株の内，半数以上の 117菌株ば種名

を明らかにできなかったが，同定できた菌株（94菌株）

の中では， C.sphaerospermum (51菌株）が最も多かっ

た。本菌の分離頻度が高い理由としては①胞子形成が多

いことと②胞子が空気中へ飛散し易いという 2点が考え

られる。①については第10表に示すように単位面積当た

りの菌叢に形成される胞子数が他の種に比べ非常に多

く，②の裏付けとしては菌叢半径を測定する時に度々経

験したことであるが，ベトリ皿に振動を与えると菌叢か

ら胞子が離脱し， 2～3日後にペトリ皿周辺に本菌の小

さなコロニーが多数形成された。これらはいずれも寒天

培地の上で経験したことであるが， トマトの病斑上でも

寿

号

光

福

ね

寿

竜

光

寿

種

考

2
東

赤

か

福

秀

米

『ゴ

ロ口

第20表

VI 

＊：第13実に同じ

柿：第4表に同じ

試

寿

力

型

た

型

カ

カ

供
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菌剤はマンネプ，マンゼプ，カプタホルおよびキャプタ

ンの各水和知jであったが，マンネブ剤は登録の関係上ト

マトには使用できない。上述した薬剤に比べるとやや効

果は劣ったが， TPN，ポリカーパメートおよびジチアノ

ンの各水和郡Iも効果を示した。しかしいずれの薬剤も薬

液が直接付着した組織にのみほぼ10日程度効果が持続す

るだけで，薬剤散布後新たに出現した組織にまではほと

んど効果が及ばなかった。 TPN水和剤を発病前から7

日間隔で散布した場合でも初期のすす病の発生を抑える

ことは充分可能であるが，発生盛期になるとこのように

散布間隔の短かし、処理でも完全には抑えられなかった。

従って殺菌剤だけで発病を抑えることは困難と考えられ

る。

一方オンシツコナジラミに対しては Lindquistらのも

指摘するように，頻繁に殺虫剤を散布してもすす病の発

生を防ぐほどオンシツコナジラミを低密度に抑える有効

な薬剤はなく，更に中沢ら7)が述べているように，現行

の薬剤jではオンシツコナジラミの各態によって薬剤jに対

する感受性が異なり，卵，幼虫，踊および成虫のすべて

の態に有効な薬剤はない。従って殺菌剤と殺虫剤との有

効な組み合わせによって合理的なすす病の防除法を考え

る必要がある。幸いトマトの主要病害の防除を目的に使

用されている現行の殺菌剤lの多くはすす病に対しても効

果があり，これら主要病害を防除すると同時にすす病の

発生を抑制する方法を取ることが賢明である。更にすす

病に有効な殺菌剤の中にはマンゼブ剤のようにオンシツ

コナジラミに対する殺虫作用も併せ持った薬剤があり，

殺菌剤を選択する場合には，このような殺菌剤jを使用す

ることが得策である。

VII 摘 要

4）すす病の主因である Cladosporiumspp.はいず

れも10～30℃で生育し 20～25℃が生育適温で， 5℃以

下， 35℃以上では生育できなかった。胞子形成は25℃で

最も多く， 30℃， 15℃では抑制された。胞子発芽率は20

～25℃で最も高く， 30℃ではほとんど発芽できなかっ

Tこ。

5) Cladosporium spp.は光のない暗黒条件下で胞子

形成が促進される種があるが，菌糸の仲長，胞子発芽は

いずれも光に影響されなかった。

6) Cladosporium spp.は多湿な条件下で菌糸の伸

長，胞子形成および胞子発芽が促進され，関係湿度が80

%以下になると生育できなかった。

7）すす病に有効な殺菌剤jはマンゼプ剤ほか数薬剤あ

った。

8）すす病に有効な殺菌剤jの多くは少なくとも10日間

効果を持続した。しかし薬剤の効果は薬液の付着した組

織に限られ，薬剤散布後新たに出現した組織にまで効果

が及ばなかった。

9) TPN水和剤（1250ppm）をすす病発生の20日以

上も前に散布し始め，その後すす病発生終息期にかけ7

日毎に11回散布した結果，すす病の初期～中期の発生は

完全に抑えられたが，発生盛期には充分な効果を示さな

かった。

10）米寿他8品種を供試し，すす病菌を接種した結果

いずれの品種も同じ程度に発病した。
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オンシツゴナジラミの生態と防除に関する研究第5報

Studies on the Biology and Control of the Greenhouse Whitefly, 

Trialeurodes vaporariorum (W回 TWOOD)

7. Biology and control of sooty mould 

Yasufumi SAKAI 

Summary 

The progress of sooty mould growing on honey dew excreted by the greenhouse whitefly was 

investigated from August to November in vinyl-houses planting tomatoes. 

Generally the occu汀 enceof sooty mould was first noticed in early September, one month later 

of the transplanting, and developping thereafter untill the end of October. 

Many fungi were growing on honey dew. Among these, spores of Cladosporium species were 

extremely abundant. From the single spore isolation, these Cladosporium species were divided 

into C. sphaerospermum PENzIG, C. herbarum LINK ex FRIES, C. cladosporioieds (FRESENIUS) de VRIES, 

C. multigeniculatum YAMAMOTO, C. coralloides YAMAMOTO, C. funiculosum YAMAMOTO and many other 

unidentified species. 

Cultural characters of every identified Cladoゆoriumspecies was as follow; 

The optimum temperature for hyphal growth, sporulation and germination of conidia was con-

sidered to be 20-25℃ with a growth temperature range of 10-30℃. They grew well at relative 

humidity of more than 93% but hyphal growth, sporulation and germination of conidia were never 

observed under the condition at relative humidity of less than 81%. Sporulation of all species 

without C. sphaerospermum were accelerated under the dark condition. 

To select the effective fungicides to sooty mould, more than 10 fungicides of usual concentration 

were added to potato dextrose agar medium and checked on their inhibitory effects of the fungal 

growth on the medium. All fungicides tested above experiment were sprayed on to tomato seed-

lings before inoculating with sooty mould fungi and investigated subseguent sooty mould occuηence. 

The results getting in both experiments were generally identical and mancozeb, chlorothalonil 

and several other fungicides were e妊ectivefor sooty mould. Although their effects lasted at least 

10 days on tomato plants, their influence exerted only to the tissue being sprayed fungicide solu-

tion and did not exert to the tissue developping after the fungicide spray. 

Therefore it is di伍cultto get good control of sooty mould using fungicide alone and insecticides 

should be used to keep low of the greenhouse whitefly pop叫ation.

Among the fungicides effective to sooty mould, mancozeb had also excellent ovicidal effect along 

with toxic e妊ectto small nymphs of the greenhouse whitefly. 

It is advisable to use such fungicide as mancozeb preferentially to get good control of sooty 

mould. 


